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世界世界世界世界のののの舞台舞台舞台舞台にににに立立立立つつつつ    若若若若ききききヴァイオリニストヴァイオリニストヴァイオリニストヴァイオリニスト 

 世界的なヴァイオリニストとして活躍されている庄司紗矢香さん。５月にサントリーホー

ルでドイツの名門オーケストラ「バンベルク交響楽団」と共演されるということでお話を伺

いました。

楽楽楽楽しみでしみでしみでしみで始始始始めためためためたヴァイオリンヴァイオリンヴァイオリンヴァイオリン

 ヴァイオリンとの出合いは海外だったそうです。「母が美術の仕事をしていた関係で、

３歳の頃から２年ほどイタリアのシェナに住んでいました。そのときシェナの有名な音楽

院で夏に行われていたオープンエアのコンサートを観たときですね。私は覚えていない

のですが、そこでヴァイオリンの演奏を聴いて、子供心にたいへん感動して『ヴァイオリ

ンをやりたい！』と母に言ったそうです。母は、小さい子供は何でもやりたいと言うもの

だ、としばらく聞き流していたようですが、５歳になってもまだ私がヴァイオリンをやりた

い！と言い続けていたので、習わせてくれることになりました」 

 「レッスンはとても楽しかったことを覚えています」という庄司さん。誰からも強制される

ことなく、のびのびとヴァイオリンに向き合って来られた庄司さんに一つの転機が訪れま

す。「それまでは、漠然とヴァイオリニストになることを夢見ていただけでしたが、11歳の

とき『毎日コンクール』で賞をいただいて、プロへの道が現実的になったんです」 

 その後、数々のコンクールで優勝し、16歳のとき「パガニーニ国際ヴァイオリン・コンク

ール」でコンクール史上最年少、かつ日本人として初めて優勝したことで、一躍世界中

から注目を集めることになりました。

音音音音楽楽楽楽とともにとともにとともにとともに普通普通普通普通にににに生生生生きることきることきることきること

 庄司さんは、83年の東京生まれ。見た目はおしとやかなお嬢さんといった感じですが、

ドイツ留学を経験されたり、数々の国際舞台で演奏したりと、長い海外生活で不安なこ

となどなかったのでしょうか？ 「ドイツ留学でも特に困ったことはありませんでした。でも

最初の一年は、ギムナジウム（※）でドイツ語でラテン語や哲学、経済の授業を受けなけ

ればならず、勉強も大変で精神的にも辛いと感じる時期がありましたけど」。海外にいて

も、いつも日本人として生まれてきたことを誇りに思っているそうです。「日本人には独特

の思いやりの心、繊細さがあって、それによって色々な文化を取り入れ、学び、最終的

 

■プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 

99年「第46回パガニーニ国際ヴァ

イオリン・コンクール」で史上最年

少、日本人として初めて優勝。すで

にベルリン・フィル、イスラエル・フィ

ル、ロンドン響、ニューヨーク・フィ

ル、チェコ・フィル、バイエルン国立

管、ロス・フィル、フィルハーモニア

管、サンクトペテルブルク・フィル、

ケルン放送響、ミラノ・ジュゼッペ・

ヴェルディ響などと、指揮者ではメ

ータ、ヤンソンス、マゼール、シャイ

ー、アシュケナージ、テミルカーノ

フ、サヴァリッシュ、デュトワ、ビシュ

コフらと共演。99年度都民文化栄

誉章、00年出光音楽賞受賞。パリ

在住。 



に元よりさらによいものにすることもできるのではないかと思います」 

 音楽家として普段心掛けていることは、「普通に生きること。音楽家としてではなく、一

人の人間として生きてゆきたいと思っています。そしてそこで得たものを表現し、伝える

ものとして、音楽が私のそばにあります」と語る庄司さん。今回のサントリーホール公演

では、「プロコフィエフの美学とグロテスクさを表現できればと思います」と意気込みも語

っていただきました。 

 バンベルク交響楽団とは、日本ツアーの前にも共演したこともあり、楽しみにしている

とか。今回のサントリーホール公演では、息のあった演奏が楽しみです。

※ギムナジウム（ドイツ語：Gymnasium）は、ヨーロッパの中等教育機関。

庄司紗矢香さんが出演される「「「「ジョナサンジョナサンジョナサンジョナサン・・・・ノットノットノットノット指揮指揮指揮指揮 バンベルクバンベルクバンベルクバンベルク交響交響交響交響楽団楽団楽団楽団」」」」公演のチケットを販売してい

ます。詳しくは今月のおすすめをご覧ください。
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